
３
０
」（
以
下
、
国
家
戦
略
）が
閣
議
決
定
さ
れ
た

（
本
誌
24
ペ
ー
ジ
参
照
）。
そ
の
後
、
企
業
な
ど
民
間

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
の
保
全
が
図
ら

れ
て
い
る
区
域
を
国
が
認
定
す
る
「
自
然
共
生
サ
イ

ト
」
制
度
の
創
設（
本
誌
38
ペ
ー
ジ
参
照
）や
、
生
物

経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

経
団
連
自
然
保
護
協
議
会（
以
下
、

協
議
会
）は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
国
連
環
境
開
発
会
議（
地
球
サ
ミ

ッ
ト
）が
開
催
さ
れ
た
１
９
９
２
年
、

経
団
連
自
然
保
護
基
金
と
共
に
経
団

連
が
設
立
し
た
。
以
来
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

よ
る
自
然
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

支
援
や
、
企
業
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
交

流
促
進
、
企
業
へ
の
情
報
提
供
、
生

物
多
様
性
に
関
す
る
国
際
目
標
・
国

内
政
策
等
へ
の
提
言
な
ど
、
様
々
な

活
動
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。

経
団
連
は
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
経

済
社
会
の
実
現
に
向
け
、
Ｇ
Ｘ
、
サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
Ｃ
Ｅ
）、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ（
Ｎ
Ｐ
）を

一
体
的
に
推
進
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
中
で
協
議
会
は
、
Ｇ
Ｘ
・
Ｃ
Ｅ
と

の
関
係
性
も
統
合
的
に
捉
え
な
が
ら
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
基
軸
と

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

(1) アクションプランの進捗管理、進捗結果を踏まえた改善策の実施
(2) 2026年のCOP17で行われるグローバルストックテイクを見据えた中間評価

(1) GBFの2030年目標の達成に資するNGO活動への助成
(2) SATOYAMAイニシアティブ推進プログラム（COMDEKS）への拠出
(3) 国内外の支援プロジェクト視察による進捗の確認

経団連自然保護基金
による貢献

PDCA

1

5

(1) GBF等を踏まえた経団連生物多様性宣言の改定・同イニシアチブの推進
(2) 自然関連財務情報をはじめとする情報開示の浸透
(3) OECM、NbSなどGBFや国家戦略の実現に資する取り組みの呼びかけ
(4) J-GBFへの協力を含むシンポジウム等の開催を通じた情報提供・啓発

ネイチャーポジティブ
経営の普及

2

(1) 企業による円滑なネイチャーポジティブ経営推進のための政策提言
(2) サプライチェーンも含めた生態系への影響把握のための基盤整備
(3) TNFD等における適切な情報開示フレームワークの整備
(4) OECMへのインセンティブ付与への取り組み

円滑なネイチャー
ポジティブ経営推進
のための環境整備

3

(1) 海外動向調査ミッション派遣等（欧州諸国等）
(2) B7でのワークショップの主催等Nature Positive Alliance への協力
(3) 生物多様性ビジネス貢献プロジェクト等を通じた事例の発信

日本の取り組み発信・
海外最新動向の把握

4

情報収集 情報発信 情報収集 情報発信

直
接
の
貢
献

ベ
ー
ス
と
な
る
取
り
組
み

経
済
活
動
を
通
じ
た
貢
献
の
支
援

２
０
３
０
年
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
の
貢
献

2026年2023年 2024年 2025年 2027年 2028年 2029年 2030年

中間ストックテイク（2026年）

図表 2030年ネイチャーポジティブに向けたアクションプラン

Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
以
降
の
国
内
外
の
動
向

生
物
多
様
性
条
約
第
15
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ＊

15
）で
の
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠

組（
Ｇ
Ｂ
Ｆ＊
）採
択
を
受
け
、
国
内
で
は
２
０
２
３
年

３
月
に
「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略＊

２
０
２
３
︲
２
０

解説

経団連自然保護協議会の
取り組み

饗
あいば
場崇

たかお
夫経団連自然保護協議会企画部会長

トヨタ自動車環境エンジニアリング部担当部長

29 2024・5
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TNFDとの意見交換（訪ジュネーブミッション）

SATOYAMAイニシアティブ推進プログラム（COMDEKS）
サイドイベント

生物多様性に関するビジネスマッチング

基調講演
（シンポジウム）

2030生物多様性枠組
実現日本会議（J-GBF）
との共同開催イベント

で
後
押
し
す
る
た
め
の
働
き
か
け
も
行
っ
て
い
る
。

２
０
２
３
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
し
い
資

本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
２
０

２
３
」
に
は
、
民
間
に
よ
る
自
然
共
生
サ
イ
ト
認
定

取
得
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

整
備
な
ど
、
協
議
会
の
考
え
が
反
映
さ
れ
た
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
３
月
に
公
表
さ
れ
た
政
府
の

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済
移
行
戦
略
」
の
策
定

に
は
、
私
も
委
員
と
し
て
参
画
し
、
産
業
界
の
意
見

の
反
映
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
企
業
の
取
り
組
み

や
情
報
開
示
を
支
援
す
る
諸
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

日
本
の
取
り
組
み
発
信
と

海
外
最
新
動
向
の
把
握

わ
が
国
は
２
０
２
３
年
に
Ｇ
７
の
議
長
国
を
務
め

た
が
、
協
議
会
も
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
分

野
に
お
い
て
、
Ｇ
７
各
国
の
経
済
界
の
中
で
主
導
的

な
役
割
を
担
っ
た
。
２
０
２
３
年
９
月
に
は
、
Ｇ
７

が
設
立
し
た
「
Ｇ
７
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済

ア
ラ
イ
ア
ン
ス（
Ｇ
７
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｅ＊

）」
の
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
協
議
会
が
主
催
し
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
資
す
る
革
新
的
な
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
有
す
る
Ｅ
Ｕ
・
Ｇ
７
域
内
の
企
業
の
事
例
を
全

世
界
に
発
信
し
た
。

ま
た
、
10
月
に
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
ス
イ
ス
・
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
を
訪
問
、
国
際
自
然
保
護
連
合（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）

の
リ
ー
ダ
ー
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
欧
州
の
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
等
と
の
意
見

交
換
、
参
加
企
業
の
取
り
組
み
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。

そ
の
後
も
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
世
界
経

済
人
会
議（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）や
Ｗ
Ｅ
Ｆ
等
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
共
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
ネ
イ
チ
ャ

ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
関
わ
る
主
要
な
国
際
組
織
と
対
話
、

協
働
を
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
際
イ
ベ
ン
ト
や

会
議
の
場
で
は
、
会
員
企
業
か
ら
の
取
り
組
み
紹
介

を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
信
を
強
化
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
も
見
据
え
な
が
ら
、
２
０
２
４
年
度
も
日

本
経
済
界
の
活
動
を
世
界
に
発
信
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ス

の
向
上
に
貢
献
し
た
い
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
生
物
多
様
性
に
関
す

る
日
本
企
業
の
取
り
組
み
状
況
の
進
捗
を
確
認
す
る

た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
協
議
会
と
経
団
連
は
、
経
団
連

会
員
企
業
等
を
対
象
に
「
企
業
の
生
物
多
様
性
へ
の

取
組
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
注
３
）」
を
継
続
実
施
し

て
い
る
。
多
く
の
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

２
０
２
２
年
度
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
事
業
活
動

を
通
じ
た
自
然
資
本
の
保
全
・
再
興
に
向
け
た
取
り

組
み
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

こ
と
や
、
Ｇ
Ｂ
Ｆ
の
目
標
達
成
に
資
す
る
取
り
組
み

を
各
社
が
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
一
方
、
生
物
多
様
性
を
気
候
変
動
な
ど
と
も
相

互
に
関
係
す
る
課
題
と
し
て
経
営
戦
略
に
取
り
込
ん

だ
り
、
定
量
的
な
目
標
設
定
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
い

っ
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
た
り
す
る
に
は
、

技
術
面
等
で
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

今
後
の
取
り
組
み

協
議
会
は
、
引
き
続
き
生
物
多
様
性
分
野
に
お
け

る
国
内
外
の
動
き
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
捉
え
、
多
様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
な
ぐ
経
済
界
唯
一
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
明
ら

か
と
な
っ
た
課
題
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
企
業
の
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。
今
後
も
企
業
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
企
画
、
情
報
提
供
に
努
め
る
所
存
で
あ

る
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

＊
は
本
誌
11
ペ
ー
ジ
「
頻
出
用
語
一
覧
」
を
参
照

多
様
性
民
間
参
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン＊

の
改
定（
第
３
版
）、

国
家
戦
略
と
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
な
ぐ
「
ネ
イ
チ

ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済
移
行
戦
略＊

」
の
公
表
、
自
然

関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ＊
）

提
言
の
公
表
な
ど
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
関

連
す
る
様
々
な
制
度
や
枠
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
制
度
や
枠
組
み
は
、
民
間
の
積
極
的
な
参

画
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
に
向
け
て
企
業
に
対
す
る
期
待
も

高
ま
っ
て
い
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
公
表

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
協
議
会
で
は
、
生

物
多
様
性
の
課
題
に
取
り
組
む
企
業
の
裾
野
の
さ
ら

な
る
拡
大
と
各
社
の
取
り
組
み
の
強
化
に
向
け
て
、

２
０
２
３
年
６
月
に
「
２
０
３
０
年
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
公
表

し
た（
図
表
）。
以
下
、
同
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
最
近

１
年
間
の
主
な
活
動
を
紹
介
す
る
。

経
団
連
自
然
保
護
基
金
に
よ
る
貢
献

途
上
国
の
自
然
保
護
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
国

連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）が
実
施
す
る
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ｓ＊

）」
に
同
基
金
か
ら
６
年
間
で
３
億

円
の
資
金
支
援
を
行
う
こ
と
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
公
表
し

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
と
は
国
連
の

持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ

ー
ラ
ム（
Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ｆ＊
）で
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
共
催
す

る
な
ど
、
新
た
な
連
携
を
進
め
て
い
る
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
営
の
普
及

Ｇ
Ｂ
Ｆ
や
国
家
戦
略
等
を
踏
ま
え
、
２
０
２
３
年

12
月
に
「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
・
行
動
指
針

（
注
１
）」

を
５
年
ぶ
り
に
改
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
経
団
連

会
員
企
業
・
団
体
を
中
心
に
同
宣
言
へ
の
賛
同
を
継

続
的
に
呼
び
か
け
た
結
果
、
賛
同
者
は
２
０
２
４
年

３
月
末
時
点
で
３
３
６
企
業
・
団
体（
前
年
比
プ
ラ

ス
24
％
）を
超
え
た
。

ま
た
、
協
議
会
は
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
の
発
足
当
初
か
ら
、

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
日
本
協
議
会＊

の
共
同
招
集
者
と
し
て
、
最

新
動
向
を
踏
ま
え
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
や
、

理
解
増
進
に
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
Ｔ

Ｎ
Ｆ
Ｄ
は
２
０
２
３
年
９
月
に
提
言（
開
示
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
）を
公
表
し
、
２
０
２
４
年
１
月
の
世
界

経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）年
次
総
会（
ダ
ボ
ス
会

議
）で
は
、
同
提
言
の
採
用
を
表
明
し
た
企
業
名（
ア

ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
）が
発
表
さ
れ
た

（
注
２
）。
世
界
全
体

で
３
２
０
社
の
う
ち
、
日
本
か
ら
は
世
界
で
も
群
を

抜
く
80
社
も
の
企
業
が
採
用
を
表
明
し
、
大
変
心
強

く
感
じ
て
い
る
。

円
滑
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
営
推
進

の
た
め
の
環
境
整
備

企
業
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
営
を
政
策
面

（注3）企業の生物多様性への取組に関するアンケート調査：
https://www.keidanren.or.jp/policy/2023/087.html

（注１）経団連生物多様性宣言・行動指針：
https://www.keidanren.or.jp/policy/2023/082.html
（注２）https://tnfd.global/engage/inaugural-tnfd-early-adopters/31 302024・5 2024・5
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